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ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

 
 
 
 

活
動
検
討
会
発
足 

 

◆
第
一
回
目
は
昨
年
十
一
月
二
十
三

日
の
勤
労
感
謝
の
日
、
十
二
名
の
会
員

有
志
が
「
ポ
ポ
ラ
」
に
集
い
、
各
人
の

篤
い
想
い
を
語
り
合
い
ま
し
た
。 

 

会
則
に
は
、
協
議
会
の
目
的
は
「
会

員
相
互
の
資
質
の
向
上
を
図
り･

･
･

健

康
で
生
き
が
い
の
あ
る
人
生
と
明
る

く
活
力
の
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
に

寄
与
す
る
」
、
活
動
内
容
は
「(

一)

会
員

相
互
の
情
報
交
換･

･
･(

二)

健
康･

生
き

提
案
し
て
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も
実

行
し
て
経
験
を
積
ん
で
行
く
こ
と
が
活

動
拡
大
の
基
礎
に
な
る
、
と
の
観
点
で

意
見
の
一
致
を
見
ま
し
た
。 

 

◆
第
二
回
は
、
十
二
月
十
七
日
に
健

康
の
森
で
、
希
望
者
が
名
乗
り
を
挙
げ
た

四
つ
の
活
動
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し

た
。 

 

①
講
演
活
動
グ
ル
ー
プ
（
高
野
、
伊
藤
、

野
中
、
森
山
、
島
方
、
増
渕
）
、 

②
イ

ベ
ン
ト
企
画
グ
ル
ー
プ
（
君
、
豊
田
、
長

尾
、
山
本
、
溝
口
）
、
③
新
会
員
の
養
成

グ
ル
ー
プ
（
森
山
、
山
本
、
本
田
、
溝
口
）、

④
助
成
金
を
受
け
る
為
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
（
山
本
、
増
渕
）
。 

 

今
後
と
も
、
新
し
い
グ
ル
ー
プ
作
り
の

た
め
の
、
新
た
な
参
加
者
を
歓
迎
い
た
し

ま
す
。 

 

◆
一
月
十
二
日
「
ポ
ポ
ラ
」
に
て
、
講
演

活
動
グ
ル
ー
プ
の
第
一
回
目
の
勉
強
会

を
実
施
し
ま
し
た
。 

講
演
実
習
の
前
に
、
伊
藤
康
子
さ
ん
の

ご
指
導
に
よ
り
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
入
門
の

発
声
練
習
を
全
員
一
緒
に
行
い
ま
し
た
。

「
ぱ
ラ 

ぺ
レ 

ぴ
リ 

ぷ
ル 

ぺ
レ 

ぽ
ロ

ぱ
ラ 

ぽ
ロ
」
な
か
な
か
口
が
ま
わ
り
ま

せ
ん
。 

島
方
正
敏
さ
ん
は
「
団
塊
世
代
の
た
め

の
地
域
デ
ビ
ュ
ー
講
座
」
、
森
山
京
逸
さ

ん
は
「
会
社
人
間
か
ら
地
域
社
会
人
間
へ

ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ン
グ
の
助
走
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
演
習
し
て
、
大
変
有
意
義
な
勉
強

会
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

◆
二
月
二
十
八
日
（
水
） 

検
討
会
開
催
（
健
康
の
森
） 

◆
三
月
十
七
日
（
土
） 

講
演
活
動
勉
強
会
（
ポ
ポ
ラ
） 

が
い
づ
く
り
に
関
す
る
啓
発
及
び
調
査
研

究
活
動･

･
･(

三)

講
演･

相
談･

助
言
等
情
報

提
供
活
動
、
等
々
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
は

全
員
納
得
。 

 

活
動
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
健
康
生

き
が
い
づ
く
り
は
対
象
業
務
が
幅
広
い
の

で
、
焦
点
の
絞
り
込
み
、
臨
機
応
変
な
組

織
作
り
、
早
期
対
応
、
衆
知
の
結
集
、
ノ

ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
、
後
継
者
の
人
材
育
成
等

の
必
要
性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
や
り
た
い
こ
と
は
ど
ん
ど
ん

事
務
局
で
纏
め
て
頂
い
た
会
員
情
報
を
活
用
し
て
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
活
動

を
積
極
的
に
推
進
し
て
行
こ
う
と
い
う
主
旨
で
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
活
動
検
討

会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

＜講師としての心構え＞ 高野幸夫 

①プロとしての意識・自覚を持ち、レベ

ルの向上・自己研鑽に努めること。②経

験・実績を絞り込み、専門性をキラリと

輝かせること。③論拠、根拠、出展、具

体的データ記録を明示すること。 
 
＜話の組み立て方＞ 野中アサ 

①講演の構成は、自己紹介・本論・纏

めとなる。②挨拶はその場に応じて時節

に合ったもの。③明るくさわやかに、笑

顔で、口角を上げて。④自分の名前はフ

ルネームで紹介、文字の説明も。⑤イン

トロではワクワク感を持たせるように。

⑥本論内容は十分に準備すること。⑦テ

ーマは出来るだけ短くて覚えやすいも

の。⑧一方的な話ではなく、受講者参加

に留意。⑨纏めではポイントを要約・確

認、感謝の挨拶、時間は厳守。 
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【
研
修
会
開
催
報
告
】 

 

研
修
部
会 

 

君 

良
秀 

 

今
年
度
の
研
修
会
は
、
当
初
平
成
十
九
年
の
年

明
け
早
々
に
開
催
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
養
成

講
座
講
師
の
事
前
連
絡
会
の
実
施
に
合
わ
せ
て

開
催
す
る
の
が
、
多
く
の
会
員
に
参
加
し
て
も
ら

え
る
こ
と
に
な
り
好
都
合
と
の
判
断
か
ら
、
去
る

九
月
十
七
日
（
日
）
の
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
、

と
ち
ぎ
健
康
の
森
教
室
Ｄ
で
実
施
し
た
。 

 

今
回
は
、
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
に
密
接
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
国
の
推
進
施
策
で

も
あ
る
「
健
康
21
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
、
栃
木
県

と
し
て
の
取
組
み
を
勉
強
す
る
た
め
、
県
の
出
前

講
座
「
と
ち
ぎ
の
健
康
づ
く
り
〜
み
ん
な
で
つ
く

ろ
う
健
康
と
ち
ぎ
〜
」
を
依
頼
し
て
実
施
し
た
。

 

た
ま
た
ま
３
連
休
の
中
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

県
保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課
か
ら
都
丸
美
枝
子

主
査
と
山
口
久
美
子
主
事
の
お
二
人
の
講
師
に

        溝口 清 

平成 16 年 1月に定年退

職をした後、カウンセリン

グの資格挑戦、市民講座で

の日本語教育指導者講座

の受講など、自己啓発に取

り組んできました。 

【
県
庁
訪
問
】 

広
報
部
か
ら
呼
び
か
け
で
、
十
月
二
十
三
日

（
月
）
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分
ま

で
県
庁
保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課
健
康
づ
く

り
推
進
室
に
三
名
（
松
本
・
山
本
・
伊
藤
（
康
））

で
訪
問
し
た
。 

県
と
し
て
は
少
子
高
齢
化
社
会
の
今
、
若
い

人
は
勿
論
中
高
年
の
方
た
ち
も
「
み
ん
な
で
作

ろ
う
生
涯
健
康
と
ち
ぎ
」
を
合
言
葉
に
生
活
習

慣
病
予
防
の
た
め
に
県
民
の
健
康
づ
く
り
活

動
を
家
庭
・
学
校
・
職
場
・
地
域
な
ど
社
会
全

体
が
一
体
と
な
っ
て
支
え
て
い
く
為
「
と
ち
ぎ

健
康
21
プ
ラ
ン
」
を
軸
に
食
・
医
・
運
動
・
生

活
習
慣
病
予
防
知
識
・
生
き
が
い
づ
く
り
等
な

ど
啓
蒙
普
及
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
。 

我
が
協
議
会
の
活
動
分
野
も
沢
山
あ
り
そ

う
な
の
で
協
議
会
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
同

時
に
密
な
る
協
力
と
努
力
が
必
要
と
痛
感
し

た
。
近
々
生
き
が
い
づ
く
り
対
応
の
「
高
齢
対

策
課
」
に
も
訪
問
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

る
。 

 

【
（
財
団
）
藤
村
事
務
局
長
訪
問
】 

 
研
修
部
会
と
広
報
部
会
の
メ
ン
バ
ー
六
名

が
、
六
月
六
日
（
火
）
に
健
康
・
生
き
が
い
開

発
財
団
の
藤
村
事
務
局
長
を
訪
問
し
た
。 

 

訪
問
の
目
的
は
、
今
年
度
の
研
修
部
会
の
活

動
計
画
を
練
る
に
当
た
っ
て
、
他
協
議
会
の
様

子
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
広
報
部
会
も
同
行
す
る
こ
と
に
な
り
、

広
く
協
議
会
全
般
の
活
動
計
画
策
定
に
役
立

【
健
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座
】 

 

十
八
年
度
は
、
養
成
講
座
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
作
成
・
配
布
や
事
前
の
講
師
勉
強
会
な
ど
、

従
来
に
も
増
し
て
力
を
入
れ
て
き
た
つ
も
り

で
お
り
ま
す
が
、
参
加
希
望
者
は
一
名
で
あ

り
、
結
果
的
に
希
望
者
も
遠
慮
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。 

十
九
年
度
は
、
Ｐ
Ｒ
方
法
の
検
討
も
含
め
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
進
め
る

つ
も
り
で
お
り
ま
す
。
皆
様
の
御
協
力
を
宜

し
く
御
願
い
致
し
ま
す
。 

お
越
し
い
た
だ
き
、
県
民
の
病
気
と
食
生
活
の

状
況
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ
い

て
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動
に
つ
い
て
な

ど
、
一
時
間
四
十
五
分
に
わ
た
り
、
詳
し
く
解

説
し
て
頂
い
た
。 

つ
よ
う
な
他
協
議
会
の
活
動
状
況
に
関
す
る

情
報
収
集
の
形
と
な
っ
た
。 

 

非
公
式
に
お
願
い
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、

い
ろ
い
ろ
な
資
料
を
用
意
し
て
く
だ
さ
り
、

過
去
の
各
種
報
告
書
な
ど
を
も
と
に
、
二
時

間
を
越
え
る
時
間
を
割
い
て
丁
寧
に
説
明
し

て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ら
ご
教
示
い
た
だ
い

た
事
項
は
、
部
会
の
枠
を
越
え
て
協
議
会
全

般
の
今
後
の
活
動
に
反
映
で
き
る
よ
う
に
活

か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。 

 

お
忙
し
い
中
、
時
間
を
割
い
て
く
だ
さ
っ

た
財
団
藤
村
事
務
局
長
に
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

また、健康生きがいづくりアドバイザーの

資格認定も受けることができましたので、こ

れから地域活動に取り組みたいと思い入会さ

せて頂きました。 

 これまでまったく活動の経験がありません

ので、先輩の皆様方のご指導を頂きながら協

議会の活動に貢献できるよう取り組んで参り

たいと思います。どうぞよろしくお願い致し

ます。 

 
栃
木
県
の
実

情
か
ら
の
展
開

で
あ
り
、
ポ
イ
ン

ト
を
つ
い
た
具

体
的
・
客
観
的
な

内
容
だ
っ
た
の

で
分
か
り
易
く
、

非
常
に
良
い
勉

強
に
な
っ
た
。
参

加
者
は
十
八
名

で
し
た
。 

☆新しい仲間紹介☆ 

 

『健康２１プラン』研修会 
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今
回
、
仲
間
十
名
で
六
年
前
に
立
ち
上
げ
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
ち
ぎ
起
業
・
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
支
援
協

会
が
、
栃
木
県
か
ら
受
託
し
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
理
解
促
進
事
業
」
で
取
り
上
げ
た

「
団
塊
世
代
の
地
域
デ
ビ
ュ
ー
」
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
後
者
の
「
団
塊
世
代
は
日
本
の
財
産
で
あ

る
」
と
の
見
解
を
取
り
ま
し
た
。 

 

以
下
は
、
二
回
に
わ
た
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら

得
ら
れ
た
反
省
録
で
す
が
、
シ
ニ
ア
世
代
の
課

題
対
応
力
と
今
後
を
生
き
る
ス
タ
ン
ス
の
勉

強
を
致
し
ま
し
た
。 

◇
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
考
課
◇ 

一
．
一
部
の
懇
談
会
（
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム
） 

・「
団
塊
世
代
の
未
来
づ
く
り
」
と
し
団
塊
世
代

を
雇
用
し
、
二
〇
〇
七

年
か
ら
放
出
し
て
い
く

側
の
企
業
の
問
題
点
が

ど
こ
に
あ
る
の
か
？ 

・
社
会
に
出
る
団
塊
世

代
を
受
け
入
れ
る

N
PO

や
、
各
種
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
問
題
点
を
洗

い
出
す
こ
と
で
「
二
０

０
七
年
問
題
」
が
何
か

を
浮
き
彫
り
に
出
来

た
。
懇
談
会
の
パ
ネ
リ

ス
ト
に
、
経
営
者
協
会
、

宇
都
宮
商
工
会
議
所
、
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
各
事
務
局
長
を
一
堂
に
会
し

た
の
は
、
当
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ら
で
は
の
キ
ャ
ス

テ
ィ
ン
グ
と
な
っ
た
。 

二
．
二
部
の
「
団
塊
世
代
の
社
会
貢
献
活
動
入

門
フ
ォ
ー
ラ
ム
」 

・
団
塊
世
代
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
一
般
的
な
、

団
塊
の
世
代
の
特
性
を
知
る
こ
と
が
出
来
た

上
で
、
一
方
参
加
者
の
団
塊
シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん

か
ら
、
本
人
た
ち
は
何
を
考
え
、
ど
う
し
た
い

か
を
「
本
音
」
で
聞
く
こ
と
が
出
来
た
。 

・
企
業
を
卒
業
し
た
元
企
業
戦
士
か
ら
は
、
企

業
は
利
益
追
求
で
、
合
理
性
、
効
率
化
を
常
に

求
め
て
き
た
習
性
が
抜
け
な
い
ま
ま
、
そ
れ
ら

の
ス
キ
ル
の
未
熟
な
、NPO

や
社
会
貢
献
、
生

き
が
い
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
参
加

す
る
と
、
た
ち
ま
ち
つ
ま
は
じ
き
に
さ
れ
て
し

 

ま
う
。 

・
地
域
デ
ビ
ュ
ー
の
意
欲
を

無
く
し
、「
団
塊
ニ
ー
ト
」
と

な
っ
て
、
資
源
が
眠
っ
て
し

ま
う
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
団

塊
世
代
は
、
自
分
の
成
功
体

験
、
各
種
管
理
手
法
や
肩
書

き
を
一
度
捨
て
る
こ
と
が
重

要
で
、
出
発
点
で
あ
る
こ
と

を
学
ん
だ
。 

・「
お
金
の
価
値
が
、
地
域
社

会
で
の
仕
事
の
価
値
に
な
ら

な
い
こ
と
」
を
知
っ
て
、
地

域
デ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
が
、
地
域
社
会
に
入

っ
て
落
胆
し
な
い
最
善
の
方
法
で
あ
る
こ
と

も
学
ん
だ
。 

 ◇
今
後
の
課
題
◇ 

 

・
最
近
、
物
づ
く
り
技
術
が
、
後
退
し
商
品

の
品
質
問
題
（
回
収
等
）
が
頻
繁
に
新
聞
紙
上

を
賑
わ
す
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
団
塊
世
代
の

リ
ス
ト
ラ
を
各
企
業
が
、
争
っ
て
実
施
し
、

企
業
の
一
時
的
利
益
を
優
先
し
た
こ
と
も

そ
の
一
因
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

・
企
業
は
、
熟
年
労
働
者
の
技
能
の
伝
承

や
、
定
年
延
長
で
、
物
づ
く
り
技
術
が
こ

れ
以
上
低
下
し
な
い
よ
う
し
っ
か
り
守
る

べ
き
で
あ
る
。 

・
地
域
デ
ビ
ュ
ー
の
前
に
、「
勤
ボ
ラ
」（
勤

め
な
が
ら
ボ
ラ
ン
チ
ァ
を
体
験
）
し
、
企

業
を
卒
業
で
き
る
よ
う
に
努
力
を
す
べ
き

で
あ
る
。 

・
格
差
社
会
と
い
わ
れ
、
企
業
を
い
っ
た

ん
定
年
に
な
っ
て
も
働
か
な
い
と
、
暮
ら

し
が
成
り
立
た
な
い
人
も
多
く
い
る
。
団

塊
シ
ニ
ア
も
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
な
ん

ら
か
の
社
会
貢
献
に
携
わ
っ
て
行
け
れ

ば
、
日
本
の
将
来
が
少
子
化
に
な
っ
て
も
、

明
る
い
生
き
い
き
し
た
社
会
の
実
現
が
可

能
と
考
え
る
。 

 

 

パネリストの紹介 

「団塊世代の地域デビュー」 
 フォーラムから得られたもの 
          

          

     高野幸夫     

熱心に聴講する参加者 

世
の
人
に
は
、
身
の
周
り
に
起
こ
る
森
羅
万
象
に
つ
い
て
、
プ
ラ
ス
思
考
で
受
け
止

め
る
考
え
方
と
、
マ
イ
ナ
ス
思
考
で
捉
え
る
両
極
端
の
タ
イ
プ
が
お
り
ま
す
が
、
団
塊

の
世
代
の
い
わ
ゆ
る
二
０
０
七
年
問
題
も
社
会
に
と
っ
て
大
問
題
だ
と
す
る
見
方
と
、

日
本
に
と
っ
て
チ
ャ
ン
ス
到
来
と
の
見
方
が
あ
り
ま
す
。 

◇はじめに◇ 
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チ
ャ
リ
テ
ィ
パ
ー
テ
ィ
ー
】 

 

平
成
十
八
年
九
月
三
日
、
約
百
名
の
参
加
者
を
得
て
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

青
木
喜
一
夫
妻
の
沖
縄
三
線
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
歓
迎
演
奏
か
ら

開
演
と
な
り
、
全
員
で
沖
縄
民
謡
を
合
唱
し
て
明
る
く
楽
し
い
雰

囲
気
が
醸
し
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

健
康
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
塩
原
温
泉
で
温
泉
入
浴
指
導
員
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
関
谷
睦
子
さ
ん
が
「
心
身
を
癒
す
温
泉
の
効

果
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。
飲
み
す
ぎ
は
ダ
メ
、
無
理
は
せ

ず
、
ひ
た
す
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
・
リ
ラ
ッ
ク
ス
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
尾
嘉
郎 

 

九
月
八
日
か
ら
十
日
に
か
け
て
、
神
奈
川
県

横
浜
市
に
お
い
て
「
全
国
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

栃
木
健
生
協
議
会
よ
り
十
名
参
加
。
全
国
か
ら

二
百
四
十
三
名
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
集
結
し

た
。 

 

九
月
九
日
の
「
本
大
会
」
で
は
、
基
調
講
演

と
し
て
生
き
が
い
の
探
求
が
新
し
い
地
域
社

会
創
造
の
扉
を
開
く
」
と
題
し
、
神
奈
川
県
川

崎
市
宮
前
区
長
大
木
勝
巳
氏
よ
り
、
参
考
と
な

る
話
し
を
聞
く
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
後
、「
神

奈
川
健
生
の
活
動
紹
介
」
が
あ
っ
た
。 

私
の
音
楽
ク
ラ
ブ
の
、
十
月
・
十
一
月 

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

・
十
月
十
四
日
（
土
） 

 
 

栃
木
県
21
世
紀
創
造
の
森
（
粟
野
） 

・
十
一
月
三
日(

金
） 

 
 

益
子
陶
器
イ
ベ
ン
ト
会
場 

・
十
一
月
十
一
日
（
土
） 

 
 

宇
都
宮
市
国
本
市
民
セ
ン
タ
ー 

・
十
一
月
十
九
日
（
土
） 

 
 

宇
都
宮
市
と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ 

で
の
演
奏
に
出
演
し
ま
し
た
。
特
に
十
一
日
、

十
九
日
は
年
配
の
方
が
多
く
参
加
し
ま
し

た
。
健
康
で
長
生
き
し
て
頂
く
こ
と
を
祈
念

し
て
演
奏
し
ま
し
た
。 

  
 
 
 

平
成
十
八
年
度
活
動
事
例 

 

引
き
続
き
、
五
つ
の
分
科
会
に
別
れ
、
テ
ー

マ
毎
の
話
し
合
い
が
あ
り
、
私
は
「
第
一
分
科

会
」
に
参
加
「
地
域
社
会
づ
く
り
に
行
政
と
ど

の
よ
う
に
協
働
す
る
か
」
と
の
テ
ー
マ
で
、
四

人
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
よ
り
事
例
発
表
が
あ
っ

た
。 

 

そ
の
後
、
「
交
流
会
」
が
開
か
れ
、
全
国
の

生
き
が
い
講

演
で
は
、
元
産

業
能
率
大
学
講

師
で
中
国
気
功

士
・
居
合
道
教

士(

七
段)

等
の

資
格
を
持
ち
、

文
部
科
学
省
か

ら
「
学
び
の
達

人
・
遊
び
の
達

人
」
と
い
う
称
号
を
授
与
さ
れ
て
い
る
古
屋
武
裕

氏
が
、
「
あ
な
た
も
で
き
る
気
功
療
法
」
と
題
し

て
講
演
し
ま
し
た
。 

椅
子
に
座
っ
た
近
藤
俊
夫
さ
ん
を
四
人
の
女

性
が
手
足
を
持
っ
て
持
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
と
、

最
初
は
全
然
上
が
る
気
配
は
み
え
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
頭
か
ら
気
を
抜
い
た
後
、
同
様
に
持
ち
上
げ

て
み
る
と
、
ス
ー
と
浮
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
ほ
か
、
四
つ
竹
健
康
踊
り
、
ハ
ワ
イ
ア
ン

バ
ン
ド
演
奏
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
お
楽
し
み
抽
選
会

と
盛
り
沢
山
の
行
事
が
あ
り
、
最
後
に
参
加
者
全

員
で
「
幸
せ

は
こ
こ
に
」

を

合

唱

し

て
、
幸
せ
そ

の
も
の
に
な

り
ま
し
た
。

皆
さ
ま
、
ま

た
次
回
、
お

待
ち
し
て
お

り
ま
す
。 

仲
間
と
有
意

義
な
ひ
と
時

を
過
ご
す
こ

と

が

出

来

た
。
何
年
か

先
、
わ
が
栃

木
県
で
も
開

か

れ

る

よ

う
、
活
動
し

て

ゆ

き

た

い
。 

【
第
十
四
回
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
全
国
大
会
に
参
加
し
て
】 

【
私
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】 

渡
邉 

忠 


